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Q15b Diffuse Galactic Light の可視光多波長観測
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Diffuse Galactic Light(DGL)とは、星の光が星間空間のダストによって散乱されたものであり、可視光では淡
く広がった散乱星雲として観測される。DGLは銀河系内のダストの分布と星間放射場の強度に応じて全天に存在
している放射であり、その強度の測定は銀河系外からの背景放射を観測するうえで非常に重要である。またDGL
のカラーを見ることで、その散乱/放射源であるダストの性質についての情報も得ることができる。
DGLの強度を測定するためには、DGLを他の diffuseな成分（大気の放射、黄道光）から分離しなければなら

ない。そこで我々は、あらかじめ黄道光成分が取り除かれた遠赤外線の拡散光マップ（Schlegel et al. 1998 など）
を利用する手法を用いた。このマップに含まれる遠赤外線は星間放射場のエネルギーがダストに吸収され熱放射
されたものであり、一方で DGLは、星間放射場がダストに散乱されたものである。したがって、両者にはダス
トの量を介した相関が見られるはずであり、遠赤外線に相関する可視光の成分として DGLを取り出すことがで
きる。
我々は、東京大学木曽観測所シュミット望遠鏡を用いて、高銀緯分子雲の中心部から周辺領域の撮像観測を行っ

た。本講演では、この観測から得られた g,B,V,RバンドでのDGLの強度およびダストモデルから予想されるDGL
強度との比較について報告する。


